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現代の大学生の食 : 「居場所」との関連性
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学生 245名（男性 116名，女性 127名，性別不明
2名，平均年齢 20.19 歳，SD＝1.165）を対象に
質問紙調査を実施した。
調査の結果、①一人だけでの夕食回数が多いほ
ど夕食満足度は低く、家族との夕食回数が多いほ
ど夕食満足度は高いこと、②大学生にとっての
「個人的居場所」は、他人の目から避けたり、嫌
な思いをした時にいる消極的な場ではなく、一人
で好きなことに集中したり、考えたり、くつろい
だりする積極的な場であること、③「居場所」に
いる時に感じている「居場所感」と、家族や友人
など他者が介在する食事場面で感じる「居場所
感」の感情の傾向は同様であったが、どの食事場
面でも「居場所」にいる時ほど感じていないこと
が明らかとなった。
これらの結果から、食事の場は必ずしも「居場
所」にはならないが、他者と食卓を囲むことは
「居場所」にいる時に類似した効用を享受できる
場だと考えられる。また、一人だけで食事をする
「孤食」がいかに本来の食の形態から逸脱したも
のであるかが窺える。生物的な生存には、食があ
れば十分であるが、人類として「生きる」ために
は食だけでなく、共に食卓を囲む「他者」が不可
欠であろう。そのどちらをも満たすことが可能な
のは「共食」の場だけである。他者と食卓を囲む
ことは、お腹を満たすだけでなく心をも満たせる
と考えられる。
現在、学生食堂においても「孤食」している者
が少なからず目につく。また、一人で食事をして
いるところを見られるならば欠食するかトイレで
食べる者もおり、彼らに対しカウンセリングルー
ムなどを開放しているケースがあるが、ただ逃げ
場を設置することは不十分であろう。その空間に
避難してきた存在を他者と結びつける方法を模索
していかなければならないと考える。
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